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目 的

唐湊果樹 園では1995年 よ り,テ ンノウメ(イ ソザ ンシ ョウ)の 鉢栽培 を無加温 ビニ ールハ ウス1棟 で行 なって いる。

テンノウメは,バ ラ科 の常緑低木,葉 は厚 肉質,羽 状復葉で光沢があ る。

4～5月 頃に梅 の花の ような小 さい 白色の五弁の花が開 く。木 は地表 をは うように生育する。南西諸島や 沖縄 の海岸

に自生 してお り,枝 ぶ りのお も しろさか ら盆栽 に使われてい る。葉がサ ンシ ョウに似てい るところか らイソザ ンシ ョウ

の名称が ある。園芸 ブームの昨今,自 生地 は一時乱堀 された。今 日では保護のため に,持 ち出 しは規 制 されて い る。長

期 間の観賞が可能で,愛 好者が増加 してい る。そ こでテ ンノウメを種子及 び挿 し木繁殖 して栽培 する ことに した。

材料 と方法

1996年2月 育苗箱 に,赤 玉土単用,赤 玉土:鹿 沼土=1:1の 割 合の用土 には種 し,無 加 温 ビニールハ ウス 内(温 度

最高30℃ 最低0℃)に 置いた。3～4週 間でほぼ80%発 芽 した。用土間 には,発 芽 ・生育に特 に差 はなかった(第1図)。

1回 目鉢植 えを7月 ～9月 の本葉3～4枚 の時(第2図),赤 玉 土:鹿 沼土=1:1の 用 土で ポ リ3.5号 鉢 に植 えた

(第3図)。

2回 目を1997年4月 ～5月 に,赤 玉土:鹿 沼土=1:1割 合 で プラ鉢4.5号 鉢 に植 え替え した(第5図)。

3回目 は1997年8月 ～9月 に,仕 上げ用 として素焼 浅鉢5号 鉢に植 え替え した(第7図)。

樹姿 を整 えるための針金掛 けは,直 径2mmの アル ミ線で20cm伸 び た ものか ら行 った(第6図)。

施肥 は,油 粕:骨 粕=7:3割 合 で,鉢 植 え替 え時 に鉢当 り2～3g行 な った。

結果 と考察

テ ンノウメは,新 生根 の発生 や根 の成長が旺盛 で,鉢 内は根詰 ま りしやす いので出来 るだけ早 めの植替 えが 必要 であ

る。

陽光 を好む植物 なので,長 期 時間 日光の当たる場所 に置く 。 日陰 に長期 間置 くと葉 は黄色 くなって落 ちる。 高温や 乾

燥 に強 く,ま た温度0℃ で も耐 え,被 害はな く強い。

施肥は油粕 ・骨粕=7:3割 合 で,少 量 をこまめに施肥 したほうが良 い。

針 金掛 けは,丹 精込 めて樹形 を整 える 日本独特の盆栽作 り方法であ り,手 間がかか るので雨の 日や暑い6～8月 に日

陰で行 うように した。

11月 に採種 し採 り播 きす ると,無 加温 ビニールハ ウス内で発芽率が高 く,非 常 に良 く生育する。 この こ とか ら採 り播

きした方が良 いと思われ る。発育 に応 じて植 え替えす ると,2～3年 目か ら観賞す ることが可能である。



第1図 テンノウメ播種箱 第2図 本葉3～4枚 苗

第3図1回 目鉢植え 第4図 針金掛 け前

第5図 針金掛け前 第6図 針金 を掛けた状態 第7図 素焼仕上げ鉢


